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ピュー リタンの選挙 日説教 と形式

一Danforth
,"ErrandintotheWildern6ss"一

小 倉 い ず み

1987年 のWillinmandMaryQttarterlyの 中 で,DavidD.Hal1は 最 近 の

ピ ュー リ タ ン研 究 の 動 向 を要 約 して い る。1)その 中 で,HallはPerryMiller

以 後 の 研 究 は 大 き く二 つ の 流 れ に 分 か れ る と述 べ,こ れ ら をliteraryhisto-

rianとseminaryhistorianと 呼 ぶ 。literaryhistorianは ピ ュー リ タ ン文 学 の

再 評 価 を始 め た 人 々 で,文 学 作 品(主 に 詩)を 通 して ピ ュ ー リタ ン のimagina・

tionを 理 解 す る こ とを 目的 と して い る。ピュ ー リ タ ン はplainstyleを 重 ん じ

た とPerryMillerはNewEηg伽4Mind'TheSeventeenthCentury

(1939)で 述 べ て い るが,literaryhistorianは こ れ に 反 対 の 立 場 を取 り,

EdwardTaylorやAnneBradstreetの 文 学 的 想像 力 を探 求 し,ピ ュ ー リタ

ン 文 学 研 究 を 開 拓 し た。 一 方seminaryhistorianはNewEnglandPuri-

tanismの 特 異性 を歴 史 的 に 研 究 す る学 者 で,ピ ュ ー リ タニ ズ ム の宗 教 概 念 や

多様 化 した ドク ト リンの 明確 化 に 貢 献 した 研 究 者 を指 す 。1960年 代 や70年 代

の 歴 史 家 の 中 に はRobertMiddlekauffやDavidLevinが お り,ヨ ー ロ ッパ

の ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム との 対 比 歴 史 研 究 で はNormanFieringやMichael

McGiffertな どが 含 まれ る。 こ う した 歴 史 研 究 に お い て は 植 民地 時 代 の初 期

に 重 点 が 置 か れ て お り,説 教 や 日記 が文 学 的 解 釈 の 対 象 と して で は な く歴 史

の 事 実 の 把 握 に 役 立 っ て い る。 特 にMcGiffertは 契 約 神 学 の 解 明 に 優 れ,

McGiffertの 業 績 な く してcovenantofgraceやcovenantofworksを 語 る

こ とは で き な い。McGiffertは 歴 史 家 で あ る が,資 料 の解 読 は厳 格 で 原典 に

忠 実 に分 析 して い る。

こ の よ うな ア メ リカ の 研 究 動 向 の 中 で 繰 り返 し言 及 さ れ る 重 要 な 概 念 は

「回心 体 験 」"conversion"と 「使 命 」"errand"で あ る 。 私 た ち 日本 人 が ピ ュ

ー リタ ン の 文 学 作 品 や 説 教 を研 究 対 象 と した場 合
,彪 大 な未 整 理 の 資 料 と数

 1) David Hall, "On Common Ground : The Coherence of American Puritan 
  Studies," William and Mary Quarterly, 3rd Series, Vol. XLIV, No. 2 (April, 
  1987), pp. 193-299. l: Chapters II & III, pp. 199-222.
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多 くの ピ ュ ー リ タ ン 指 導 者 の 名 前 の リ ス トに 圧 倒 さ れ る た め,ま ず ピ ュ ー リ

タ ニ ズ ム の 概 念 の 理 解 か ら 研 究 に 着 手 す る こ と に な る 。NormanFieringは

著 書TheLongArgument(1989)の 中 で,ピ ュ ー リ タ ン 研 究 の3つ の 重 要 な

本 を 挙 げ て い る。2)こ れ ら はPerryMillerに よ る!>'ewEnglandMind'The

SeventeenthCenturyとErrandintotheWilderness(1956),そ し てEdmund

MorganのViSibleSaints(1963)で あ る 。 こ の3冊 の 本 は ア メ リ カ の ピ ュ ー

リ タ ニ ズ ム を特 徴 づ け る 「回 心 」 と ア メ リ カ の 「使 命 」 の 出 発 点 の 研 究 書 と

言 わ れ る 。 本 稿 は ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム 研 究 で し ば し ば 言 及 さ れ るSamuelDan-

forthの 有 名 な 説 教"ABriefRecognitionofNewEngIand'sErrandinto

theWilderness"(1670)を 分 析 す る こ と に よ り,ピ ュ ー リ タ ン の 選 挙 日説 教

と そ の 形 式 に つ い て 考 察 す る 。 本 稿 の 前 半 を構 成 す る 序 章 に お い て は,ま ず

選 挙 日 説 教 の 制 度 の 確 立 時 か ら 歴 史 的 背 景 を た ど り,そ の 後 植 民 地 時 代 の 説

教 の 模 範 と 言 わ れ た 選 挙 日 説 教 の 形 式 を 解 説 す る 。 本 稿 の 後 半 を な す 第1章

以 降 で は,説 教 の テ キ ス ト(聖 句),ド ク ト リ ン(教 説),ユ ー ス(教 訓)を 個 々

に 分 析 す る 。 な お 第1章,第2章,第3章 は そ れ ぞ れ 説 教 本 文 の 区 分 に 従 っ

て い る。

序 章 選 挙 日 説 教 の 制 度 と形 式

植 民 地 時 代 に 行 わ れ た 説 教 の 中 で 現 在 印 刷 さ れ た 形 で 残 っ て い る 最 も有 名

な 形 式 は,Electionsermon(選 挙 日 説 教)と 呼 ば れ,年 に1度GeneralCourt

に 選 挙 さ れ た 代 議 員 が ボ ス ト ン に 集 ま る 時 に 合 わ せ て 行 な わ れ た も の で あ

る 。3)選 挙 日 説 教 は1634年 のJohnCottonの 説 教 か ら 始 ま り,1884年 ま で 約

250年 間 に わ た り行 な わ れ た 。1635年 と36年 の2年 間 は 選 挙 日 説 教 は 行 な わ れ

2)NormanFiering,``Preface,"TheLongArgument(TheUniv.ofNorthCarolina

Press,1991),PP.iv-xv.

3)当 時 のelectionsermonが どの よ うに行 なわ れ たか に 関 して は,"AnIntroductory

Essay,"inA.W.Plumsteaded.,TheWallandthe(inrden'SelectedMassa-

chusettSEIectionSermons1670-1775(Minneapolis:Univ.ofMinnesotaPress,

1968),pp.3-37;"Introduction,"RonaldA.Boscoed.,ThePuntanSermonin

Amen'ca,1630-1750Vol.2,ConnecticutandMa∫sachusettsElectionSermons

(Delmar,N.Y.:Scholars'FacsimilesandReprints,1978),pp.v-xlvi.
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な か っ た が,ThomasShepardが1637年 と38年 に 説 教 を 行 い,そ れ 以 後1660

年 ま で の20年 間 に か な り規 則 的 に 行 な わ れ る よ う に な っ た 。1660年 以 降 マ サ

チ ュ ー セ ッ ツ 湾 植 民 地 で は 選 挙 日説 教 は 制 度 化 さ れ,1884年 に 廃 止 さ れ る ま

で に 欠 け た 年 は わ ず か に6年 間 だ け で あ っ た 。4)聴 衆 は17世 紀 半 ば で 約120名,

18世 紀 に な る と 約150か ら175名 程 度 で,約1時 間 に わ た り行 な わ れ た 。Jo㎞

Cotton,JohnDavenport,ThomasShepard,IncreaseMather,Cotton

Matherな ど 有 名 な 指 導 者 は 一 度 はElectionsermonに 登 場 し て お り,聖 職

者 に と っ て も植 民 地 に と っ て も 一 大 イ ベ ン トで あ っ た 。5)ま た ヨ ー ロ ッ パ の

宗 教 界 へ の 新 世 界 の 宣 伝 も 兼 ね て お り,説 教 の 後 は 印 刷 さ れ,イ ン グ ラ ン ド

4)1634年 のJohnCotton以 後1660年 ま で に選挙 日説 教 の行 な わ れ た年 は,1637-38,

1641,1643-46,1648-49,1656-59で,か な り不 規 則 で あ っ た。 しか し制 度 化 さ れ る

と,選 挙 日説教 の行 な わ れ な い年 は ほ とん どな くな り,制 度 化 され た1660年 か ら廃

止 され た1884年 の間 に 欠 け た年 は わ ずか6年 で,1662,1687-88,1691,1752,1764

で あ っ た。Cf.Bosco,"Introduction,"Vol.2,pp.vi-vii.

1687-88と1691年 に 選挙 日説 教 が行 な われ なか っ た理 由 は,マ サ チ ュー セ ッツ 湾植

民 地 の勅 許 状 が英 国 国 王 に よ り無 効 と され た ため で あ る。1684年 に勅 許 状 が 無 効 と

され て 国王 か らEdwardRandolphが 総 督 に任 命 され た。 これ に抗 議 してEdmund

Andros総 督 の 時 に選 挙 日説教 は行 なわ れ な くな った。1691年 にWilliamandMary

に よ り新 しい勅 許 状 が 公布 さ れ,国 王 に よ る総 督 の任 命 制 度 は残 され た が,総 督 に

助 言 す るcouncilorsはHouseofRepresentativesか ら選 挙 で きる こ とに な り,選

挙 日説教 は復 活 した。そ して 選 挙 日説教 は5月 の最 後 の 水 曜 日と指定 され た 。Cf.A.

W.Plumstead,"AnIntroductoryEssay,"inTheWallandthe(larden,p.9;

EmoryEIliott,"TheJeremiad,"inSacvanBercovitched.,Cambn'dgeHistoryof

AmericanLiterature,Volume()ne」1590-1820(N.Y.:CambridgeUniv.

Press,1994),pp.257-258.

5)Mather家3代 が 数 の 上 で 最 も 多 く,RichardMatherは3回(1644,1660,

1664),IncreaseMatherは4回(1677,1693,1699,1702),CottonMatherは

4回(1689,1690,1696,1700)説 教 を行 な って い る。Cf.Bosco,"lntroduction,"

p.xviii.選 挙 日説教 者 に選 ば れ るこ とは大 変 名誉 な こ とで あ っ た上 に,年 に1度 し

か機 会 が な い ため,人 選 は政 治的 な意 味 も持 って い た。1644年 にassistantsとdep・

utiesの2院 制 とな っ た後,人 選 争 いが 激化 した。1645年 か ら1691年 まで の 間,説 教

者 は,(1)総 督 とmagistrates(assistantsと も呼 ばれ る。Counci1を 構 成 す る)(2)

deputies(タ ウ ンの代 表 で,GeneralCourtを 構 成す る。 後 に新 しい勅 許 状 に よ り

HouseofRepresentativesと 改称)の2つ の機 関 が 推 薦 す る者 か ら交 互 に選 ば れ

た。1691年 の勅 許 状 の発 効 以 後 この 慣 習 は規 定 とな り,継 続 され た。 また説 教 者 は

通 常 自分 が どち らの 機 関 か ら推 薦 され た か を明 らか に した。
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を 訪 問 す る 指 導 者 は 冊 子 をcigar代 わ りに 差 し 出 し た と 言 わ れ る 。6)

SamuelDanforthの"ErrandintotheWilderness"は1670年 の 選 挙 日説

教 で あ る 。PerryMillerはDanforthが 初 め て"errandintothewilderness"

と い う 言 葉 を 使 用 し た と 述 べ て い る が,7)こ れ は そ の3年 前 に 行 な わ れ た

JonathanMitchel1の"NehemiahontheWall"(1667;p.1671)の 中 で も 使

用 さ れ て い る 。 し か しDanforthの 説 教 を 聞 い てMitchellが 印 刷 の 時 に こ の

有 名 な 語 句 を 挿 入 し た と も 言 わ れ,定 か で は な い 。 こ の 説 教 に は2つ の 重 要

な 語 句 が 登 場 す る 。 一 つ は 「使 命 」で あ り,も う 一 つ は 「荒 野 」で あ る 。Perry

MiIlerはDanforthの 説 教 と 同 じ題 名 の 研 究 論 文 の 中 で,"errand"の 意 味 に

注 目 し て 分 析 し て い る が,Danforthの 説 教 の 主 題 は"wilderness"に あ る の

で は な く,"errand"で あ る と 述 べ て い る。Danforthは 「人 々 が 忘 れ つ つ あ

る 」 ピ ュ ー リ タ ン の 新 世 界 に お け るerrand(任 務)を 思 い 起 こ さ せ よ う と 試

み る の で あ る 。神 か ら 与 え ら れ た 任 務 を 人 々 の 心 の 中 に 復 活 さ せ よ う とDan-

forthは 様 々 な レ ト リ ッ ク と 多 角 的 な 提 示 法 を 採 用 し て い る 。 こ の 説 教 は 主

題 が 明 確 な こ と と相 ま っ て,1660年 以 後 の 「エ レ ミ ア の 嘆 き」 と 呼 ば れ る信

仰 衰 退 を 憂 え るJeremiadsermonの 代 表 的 説 教 と 言 わ れ て い る 。

1670年 前 後 の 選 挙 日 説 教 の 主 題 は 大 き く分 け て 二 種 類 あ る 。8)一 つ は 政 治

に 関 す る 主 題 で あ る 。 こ れ は,タ ウ ン の 代 表 に せ よ 牧 師 に せ よ,良 い 指 導 者

と し て の 役 割 や,自 由 の 意 味,政 府 の 形 態 に つ い て 述 べ た 説 教 で,William

HubbardのHappinessofaPeoplelntheWisdomeoftheirRulers(1676)

やJonathanMitchellのIVeheminhontheWallinTroublesomTimes

(1667)は そ の 代 表 的 な 例 で あ る。9)も う 一 つ の 説 教 はerrandsermonと 呼 ば

6)Cf。A。W.Plumstead,"AnIntroductoryEssay,"inTheWallandtheGarden,

p.18.ま たSamuelSewallは1684年 に無 効 とされ たマ サ チ ュー セ ッツ植 民 地 の勅

許 状 の 交付 をめ ぐる英 国本 国 との 交 渉 を行 な ったIncreaseMatherに 同行 し,elec-

tionsermonを 植 民 地 の知 性 を示 す証 拠 として,選 挙 日説教 の冊 子 を配布 した。Cf.

Bosco,``Introduction,'「PP.xxiv,

7)PerryMiller,"ErrandintotheWilderness,"inErrandintotheWilderness

(Cambridge:HarvardUniv.Press,1956),p.2.

8)Boscoは 主題 を4つ に分 け て い る。 第1に 宗 教 と社 会 の 関 係,第2にJeremiad,

第3に ニ ュー イ ン グ ラ ン ドと イ ス ラエ ル の 対 比,第4に 指 導 者 の 理 想 像 で あ る。

Cf.Bosco,``Introduction,"pp.xxv.

9)WilliamHubbard,TheHappinessofaPeopleIntheWisdomeoftheirRuleis

(1676),pp.1-63.JonathanMitchell,NehemiahontheWallinTroublesom
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れ る 説教 で,ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの使 命 を思 い起 こ させ る こ とを 目的 とす る。

Danforthの 「荒 野 へ の 使 命 」 は1660年 代 か ら 流 行 す る 「エ レ ミア の 嘆 き」

Jeremiadの 一 つ と考 え られ て い るが,厳 格 に は 聖 書 のJeremiah(エ レ ミア

書)よ り もむ し ろHosea(ホ セ ア 書)の 主 題 に近 く,ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドと

神 との論 争 の形 を取 り,人 々 に 悔 い 改 め を促 す こ とが 目的 で あ る。 英 国 とニ

ュ ー イ ン グ ラ ン ドの 説教 に は 一 つ の 流 れ が あ り,平 穏 な 時 はJonah(ヨ ナ

書),信 仰 が揺 ら ぐ と きは ホセ ア書,終 末 論 が 流行 す る時 は エ レ ミア 書 が 使 用

され る と言 わ れ る。lo)ヨナ書 は 神 の 慈 悲 を扱 う書 で あ る が,試 練 が3日 間 と

短 く,牧 師 の役 割 が 軽 くな る ため,長 期 に わ た り説 教 の パ ラ ダ イ ム に な る こ

とは な か っ た。 ホ セ ア 書 は 批 評 家 のMcGiffertが 鋭 い分 析 を して い る説 教 の

主 題 で,イ ン グ ラ ン ドに お い て1600年 代 に 神 学 者JohnDownameが 広 く応

用 した。MichaelWigglesworthの 詩 に み られ る よ うに,「 神 とニ ュ ー イ ン グ

ラ ン ドとの 論 争 」 は ジ ェ レマ イ ア ドの 作 品 と よ く言 わ れ るが,主 題 は ホ セ ア

書 に分 類 され る。 ホ セ ア書 は3日 間 で 救 済 さ れ る ヨナ 書 よ り も主 題 が 暗 く神

との論 争 の 期 間 が 長 いが,エ レ ミア 書 や ア モ ス 書 の 内容 よ り も人 々 に希 望 を

与 え る と言 わ れ て い る。 最 も絶 望 が 強 調 さ れ るエ レ ミア 書 は ア メ リカ へ の

GreatMigrationが 始 ま る直 前 の1620年 代 に英 国 で流 行 した 説 教 の 主題 で,

ホ セ ア 書 の よ うに神 が 人 々 を訓 戒 す る書 で は な く,悲 嘆 と暗 い破 滅 を予 言 す

る書 で あ る。

説 教 の 中 で使 用 され た重 要 な単 語"wilderness"は ア メ リカ文 学 の 大 き な主

題 で あ る。 ピ ュー リタ ン の考 え た 自然や 「荒 野 」 は 固定 化 され た腐 敗 した宮

廷 か ら出 て,本 来 の 簡 素 さ を取 り戻 す 場 所 で あ っ た。 荒 野 は 後 に19世 紀 ロ マ

ン主 義 に 至 る ま で,様 々 に描 写 さ れ て い るが,ピ ュー リ タ ンに とっ て 荒 野 は

無 法 の 土 地,又 はwildlust(欲 望)が 野 放 しに な る場 所 と して 恐 れ ら れ た 。

Danforthのerrandsermonの 主 題 はcourtlypomp(華 美)やworldlycourt

(世俗)か ら離 れ,簡 素 で純 粋 な信 仰 心 や 使 命 感 を取 り戻 す こ とに あ る。 説教

Times(lecturedin1667andprintedin1671),pp.1-34.こ れらの説教 の出典は,

ElectionDaySermons:Massachusetts,inSacvanBercovitched.,ALibraりyof

AnzericanPuntan協 漉ゴκ8STheSeventeenthCentecry,Vo1.1(AMSPress,Inc.,

1983).ジ ョナサン ・ミッチェルの 『城壁に立つネヘ ミア』はJeremiadの 主題 とし

て も有名 な説教である。

10)MichaelMcGiffert,"God'sControversywithJacobeanEngland,"Amen'can

H魏oγ∫a1Review,Vol,88,No.5(December,1983),pp.1151-1174.
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の 中 心 的 予 言 者 と してDanforthはJohntheBaptistに 言 及 し,wilderness

に お け る衣 服 を"roughgarments"と"silkenandsoftraiment"に 区別 し

て,華 美 な衣 服 の 無 用 さ を説 教 す る。

ピュ ー リ タ ンは ま たwildernessを 変 貌 させ る こ と を使 命 と し た。こ れ が題

名 の も う一 つ の 重 要 な単 語"errand"で あ る。wildlustに 満 ち た 荒 野 に ピュ

ー リタ ン のorder
,beauty,harmony,knowledgeを もた ら し,"garden"

へ,そ して"cityonahil1"へ と変 貌 させ る こ とは 彼 らの 「使 命 」 で あ っ た。

PerryMillerは 論 文 の 中 で,神 の 命 令 を実 行 す る神 の"anerrandboy"(使

者)と して の ア メ リカの 歴 史 的使 命 につ い て述 べ て い る が,Danforthの 説 教

の ね らい は 単 な る信 仰 の 復 活 に とど ま ら なか っ た 。 ピ ュ ー リタ ン は ア メ リカ

の 建 国 は 自 らの 物 質 的 利 益 を 追 求 す る"actualbusiness"(自 分 が 主 体 者 と し

て 自分 の た め に 働 く仕 事)で は な く,聖 書 に 基 づ く国 家 の 建 設(BibleCom-

monwealth)と い う神 聖 な事 業 と とら え て い た。

ピュ ー リタ ンの 選 挙 日説教 に は そ の 内容 の 展 開 の仕 方 に形 式 が あ る。 まず

第1部 でTextと 呼 ば れ る聖 書 か ちの 引用(長 くて も10行 程 度)と そ の解 説 で

あ るExplicationが な さ れ る。第2部 でDoctrineが 述 べ られ,第3部 にRea-

sons(こ れ は ドク トリン の 中 に 組 み 入 れ られ る こ と もあ る)が あ り,最 後 に

Usesと 呼 ば れ る部 分 で終 わ る。11)

最 初 のTextは 説 教 のintroductionを 構 成 し,引 用 され た 聖 書 の 文 の 細 か

い 言 葉 の解 説 や 歴 史 的 背 景 な ど を説 明 す る。第2のDoctrineは ほ とん どの 場

合 イ タ リ ッ ク体 で書 か れ,説 教 の 主 題 が 明 確 に提 示 さ れ る。 この イ タ リッ ク

体 の 部 分 が 第3のReason(Branch)と 呼 ば れ る細 部 で展 開 され,主 題 が様 々

な観 点 か ら検 討 さ れ る。第4のUseはDoctrineを 現 在 に 応 用 し,そ の 時代 の

問題 点 と照 ら し合 わせ て,解 答 を提 示 す る。Danforthのerrandsermonは こ

のUsesの 部 分 でdialogism(問 答 形 式)を 採 用 し,極 め て独 創 的 な もの と な

っ て い る。Doctrineを 細 か く分 析 す る こ とに 独 創 的 で あ る牧 師 もい るが,大

11)TeresaToulouseはReasonを 外 し,説 教の4部 分 をtext,explication ,doctrine,

aPplication(use)と している。Cf.TeresaToulouse,TheArtofProphesying,

IVewEnglandSermonsandtheShapingofBelief(Athens:Univ.ofGeorgia

Press,1987).EmoryElliottは 説教の形式 をさらに単純化 して3部 分 として,ex-

plication(textか ら始 まる),doctrine(propositionとreasonを 含む),application

(usesを 含む)と している。Cf.EmoryElliott,"TheJeremiad,"p.258,
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半 の 説 教 者 はUsesに 論 点 を 置 い て い る 。Usesは そ の 時 代 の 背 景 に お い て 聖

書 の 趣 旨 を 展 開 す る と い う 重 要 な 機 能 を 持 つ た め,Applicationと もPropo-

sitionと も 呼 ば れ る 。し か し 形 式 上 の 区 分 は 明 確 で な く,ま た 区 分 自体 が 重 要

性 を 持 つ わ け で は な い 。12)選 挙 日 説 教 の 主 眼 点 は 結 論 部 分 で あ るuse(appli-

cation)に 向 け て 論 旨 を 展 開 し て ゆ く こ と に あ る 。こ の 展 開 の プ ロ セ ス を 破 壊

し,各 部 分 が 相 関 関 係 を 持 た な い 説 教 は ほ と ん ど な い 。

選 挙 日説 教 は 儀 式 的 か つ 形 式 的 な 要 素 が 強 い が,植 民 地 時 代 の 宗 教 の 頂 点

に 立 つ 説 教 で あ り,人 々 に 回 心 を 促 す 手 段 と い う 目 的 も 備 え て い た 。 後 に

JonathanEdwardsが 行 な っ たEnfieldsermonの"SinnersintheHandsof

anAngryGod"(1741)ほ ど 過 激 で は な い に し て も,人 々 の 信 仰 心 を 新 た に

す る た め に 説 教 の 文 章 構 造 に も様 々 な テ ク ニ ッ ク や レ ト リ ッ ク が 使 用 さ れ て

い る。13}ThomasHookerは 回 心 体 験 へ の 準 備 段 階 を 細 か く解 説 し た が,レ

ト リ ッ ク の 他 に もemptying,purging,isolating,fillingな ど 様 々 な 動 作 イ

メー ジ を 採 用 し て い る 。 ま たThomasShepardも 大 変dramaticでmoving

な 説 教 者 と し て 有 名 で あ る 。Danforthの 説 教 は,終 結 部 がRichardBernard

12)TeresaToulouseは 牧 師 に よ り説教 の タイプ が 異 な る こ と を指 摘 して い る。説 教 の

論理 の流 れ に従 わ ず,自 由 に 内容 を変化 させ た牧 師 としてJohnCottonを あげ て い

る。Toulouse,TheArtOfPropheSying,p.28.ま たMichaelDitmoreは 多 くの

牧 師 が説 教 をダ イ ナ ミッ クに行 い,福 音 を 目的 と したの に 対 し,Cottonは 静 的 で,

聖 書 の細 か い注釈 が 中心 で あ っ た と述べ て い る。MichaelG.Ditmore,"Prepara-

tionandConfession:ReconsideringEdmundS.Morgan'sVisibleSaints,"The

NezvEnglandQuarterly67(June,1994),pp.309-310.

13)AlanD.HodderはRichardBernardとThomasHookerの 説教 を例 に取 り,ピ

ュー リタ ンの 説教 で用 い られ た テ クニ ッ クを分 析 して い る。 そ れ ら を箇 条書 きに す

る と以下 の よ うに な る。

RichardBemardが 使 用 した 説教 の8つ の テ クニ ッ ク

1)exclamation(感 嘆)2)interrogation(審 問)3)compellation(呼 掛 け)

4)obsecration(嘆 願 法)5)optation(祈 願)6)prosopopoeia(擬 人法)

7)apostrophe(頓 呼 法)8)sermocinatio(会 話)

ThomasHookerが 使 用 した6つ の文 章 構 成 上 の テ クニ ッ ク

1)anaphora(首 句 反復法)2)antistrophe(逆 反 復)3)chiasmus(交 錯 配列法)

4)gradation(段 階)5)alliteration(頭 韻)andassonance(類 韻)

6)simi!e(直 喩),metaphor(隠 喩),metonymy(換 喩),conceit(奇 想)

Cf.AlanD.Hodder,"IntheGlasseofGod'sWord:Hooker'sPulpitRhetoric

andtheTheaterofConversion,"TheAJewEngland(?uarterly66-1(March,

1993),pp.67-109.
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の挙 げ た テ クニ ッ クのsermocinatio(会 話)の 形 式 を取 り,こ れ はdialogism

と もcommunicationと も呼 ば れ る。 悲 観 的 に な っ て い るsinnerが 質 問 や 意

見 を 出 し,ministerが そ れ に 答 え る。 説教 を文 面 で 読 む とイ ンパ ク トは 弱 ま

るが,実 際 の 説 教 で は 演 説 法 で 言 うenunciationに あ た り,通 常 の 発 声 で あ る

utteranceと 区 別 さ れ る。Danforthはdialogを 声 の 調 子 を変 え てdramatize

し た と考 え られ る。 従 っ て ピュ ー リタ ンの 説 教 は 内容 や レ ト リッ クだ け で な

く,演 説 のdeliveryの 仕 方 も重 要 な要 素 を 占め て い た。

1.Text(聖 句)

Danforthの"ABriefRecognitionofNewEngland'sErrandintothe

Wilderness"の 本 文 を検 討 し よ う。Textは マ タ イ書 か らの 引 用 で あ る。

「あ な た は何 を見 に 荒 野 に 出 て きた の か 。風 に 揺 ら ぐ葦 を見 に来 た の か 。で は

何 を見 に 来 た の か 。 柔 らか い 着 物 を ま とっ た 人 か 。 柔 らか い衣 服 を ま とっ た

人 な らば 王 の家 に い る。… 予 言 者 を見 る た め か 。そ の 通 り。予 言 者 以 上 の 存

在 で あ る。」 と,こ の 引 用 は 疑 問 を投 げ か け,解 答 を与 え る形 式 を取 って い

る。 こ の 引 用 のexplicationも 同 様 にdialogismの 形 式 を取 り,Danforthは

4つ の 質 問 と4つ の 解 答 を準 備 す る。 さ て 引 用 文 の 最 初 の 部 分 に 注 目 しよ う。

最 初 の 文 章 は"Whatwentyeouttosee?"と な っ て お り,"Whatwentye

outtohear?"で は な い。Danforthは 人 々 が ヨハ ネ の 予 言 を 「聞 き」 に荒 野

へ 出 て 行 っ た の で は な く,ヨ ハ ネ と い う 「見せ 物 を 見 に 」 行 っ て い る に す ぎ

14)SamuelDanforth,"ABriefRecognitionofNewEngland'sErrandintothe

Wilderness,"inA.W.Plumsteaded.,TheWallandtheGarden.以 下の

Danforthの 説教か らの引用は出典ペー ジを括弧の中に入れて示す。
'

 What went ye out into the wilderness to see? A reed shaken with the 

wind? 

 But what went ye out for to see? A man clothed in soft raiment? 

Behold, they that wear soft clothing are in kings' houses. 

 But what went ye out for to see? A prophet? Yea, I say unto you, and 

more than a prophet" (Matt.  11. 7-9) . (p. 57) "'
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な い と警告 す る。

こ う した 基 本 的 な質 問 の 後,Danforthは 第1の 問 い,「 人 々 は"Areed

shakenwiththewind"(風 に 揺 ら ぐ葦)を 見 に 出 か け た の か 」 と問 う。 風

に 揺 ら ぐ葦 とは,軽 薄 な 信 仰 しか 持 た ず,平 穏 な 時 に は 真 直 ぐに 立 ち,「 真

理,真 理 」 と叫 ぶ の だ が,風 が 吹 き始 め るや い な や,揺 れ て,た わ み,し な

い,流 れ に 身 を まかせ る 人 を言 う。"Areedwhentheseasoniscalmlifts

upitselfandstandsupright,butnosoonerdoththewindblowuponitbut

itshakesandtrembles,bendsandbowsdown,andthengetsupagain;and

againityieldsandbowsandthenliftsupitselfagain."(pp.58-59)風 が

お さ ま る と,再 び 勢 力 を 張 ろ う とす る葦 の よ うな 人 々 をDanforthは 批 判 す

るの で あ る。

再 び 「あ な た は何 を見 に 出 か け た の か 」の 質 問 が な され た後iTextの 第2

の 問 い は 「"Amanclothedinsoftraiment?"(柔 らか い 衣 服 を ま と っ た 人)

を見 に行 くの か 」 で あ る。 この 問 い に 対 し,華 奢 な 高 価 な絹 の 衣 服 は 宮廷 に

ふ さ わ し くは あ っ て も,荒 野 に お い て は 役 に 立 た な い もの だ とDanforthは

返 答 す る。"Delicateandcostlyapparelistobeexpectedinprinces'courts

andnotinwildwoodsandforests."(p.59)

「そ れ な らば"aprophet"を 見 る た め か 」 が 第3の 質 問 で あ り,そ の 答 え

は 「そ の 通 り。 ヨハ ネ を見 る た め で あ る。」で あ る。 さ ら に 第4に こ の答 え を

強 調 す る た め に,Danforthは そ れ 以 上 の意 味 を見 出 そ う とす る。"Yea,Isay

untoyou,andmorethanaprophet"と 引 用 を加 え て,予 言者 ヨハ ネ を超 越

す る存 在 を暗 示 す る。"AUtheprophetsforetoldChrist'scoming,his

sufferingsandglory,buttheBaptistwashisharbingerandforerunner

thatbaretheswordbeforehi卑,proclaimedhispresence,andmaderoom

forhimintheheartsofthepeople."(p.60)ヨ ハ ネ は 「先 駆 け 」 と呼 ば れ,

ヨハ ネ の後 に 到 来 す る偉 大 な る キ リス トの 存 在 が 暗 示 され る。 この 存 在 は 第

2部Doctrineの 中 で 明 らか に さ れ る。こ の よ うにTextの 一 つ 一 つ の文 章 に

explicationを 行 な い,Textと され た全 文 を忠 実 に分 析 しつ つ,4つ の 問 い

と解 答 を提 示 し,主 題 に バ リエ ー シ ョン を加 え る の で あ る。

II.Doctrine(教 説)

第2部 のDoctrineは イ タ リ ッ ク体 の 文 章 か ら始 ま る。 通 常 はDoctrineが
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提 示 さ れ た後,直 接Reasonに 入 る が,Danforthは こ の 引 用 部 分 を前 半 の

BranchIと 後 半 のBranchIIの 二 つ に分 け て検 討 して い る。 そ の 前 半 部 分

で あ るBranchIを 見 て み よ う。

「か つ て は純 粋 な心 を持 ち,神 を礼 拝 し よ う と して 快 適 な都 市 や 住 居 を棄 て荒

野 に 赴 い た人 々 で あ っ て も,時 が たつ に つ れ て,そ の 思 い も弱 ま り冷 め て し

ま う。」BranchIに お い て,Danforthは 人 々 が 荒 野 に 赴 い た理 由 を再 確 認

す る。 「どの よ うな 目的 の ため に イ ス ラ エ ル の 子 た ち は エ ジプ トの 町 や 家 を

捨 て て 荒 野 へ 出 て行 っ た の で あ ろ うか 」(乃 鼠)と い う質 問 に,荒 野 に 出 た理

由 は 「主 の ため に 祭 りを し」"holdafeasttotheLord,"「 彼 ら の 父 な る神 に

犠 牲 を さ さ げ る」"sacrificetotheGodoftheirfathers'"(lbid.)た め で は

な か った の か と答 え る の で あ る。 人 々 は いつ の まに か 自分 た ち の使 命 を忘 れ

て し ま う。 そ れ は ち ょ う ど人 々 が 見 せ 物(ヨ ハ ネ)を 見 る ため に 芝 居 小 屋 に

押 しか け る の に似 て,激 情 は や が て 時 が 経 つ に つ れ 静 ま って ゆ く。

自 らの 使 命 を忘 れ,人 々 が ヨハ ネ か ら離 れ た 理 由 は 次 のReason1に 示 さ

れ る。

人 々 の 気 持 ちは 物 の 目新 しさや 人 々 の 評 判,世 俗 的 な 利 益 に対 す る期 待 な ど

の 「一 時 的 で移 ろ いや す い 基 盤 」 の 上 に あ っ た た め だ と 言 う。 そ してRea-

son2に お い て は,福 音 伝 道 者 に 対 して 人 々 は偏 見 や 侮 蔑 を持 つ 傾 向 が あ り,

人 間 の持 つ 強 情 で頑 な心 は神 の知 恵,慈 しみ,勧 告 を は ね の け て し ま う と

Danforthは 言 う。

Doctrine. Such as have sometime left their pleasant cities and habita-

tions  to enjoy the pure worship of God in a wilderness are apt in time 

to abate and cool in their affection thereunto; ... (p. 61)

Reason 1. Because the affection of many to the ministry of the Gospel 

and the pure worship of God is built upon temporary and transitory 

grounds, as the novelty and strangeness of the matter, the rareness and 

excellency of ministerial gifts, the voice of the people, the countenance 

of great men. and the hope of worldly advantage. (p. 62)



ピュー リタンの選挙 日説教 と形式113

神 は様 々 な方 法 や 手 段 を使 い 哀 れ な 罪 人 を 引 き寄 せ よ う とす る が,人 々 は 強

情 に も神 の 英 知 を払 い 除 け て しま う。DanforthはDoctrineのBranchIに

お い て本 来 のerrandを 思 い起 させ,使 命 が 人 間 の 移 り気 に よ り忘 れ 去 られ

た と述 べ て,Doctrineの 後 半 部 分 で あ るBranchIIへ 導 入 す る。

Doctrineの 結 論 部 分 で あ るBranchIIで は,イ タ リ ッ ク体 の 文 章 の 中 に

Danforthの 答 え が 挿 入 さ れ て お り,BranchIIはReasonの 役 割 をそ の ま ま

の 形 で 果 た して い る ため,BranchIIに はBranchIに み られ る よ う な細 か

い項 目 と してReason1,2は 加 え られ て い な い。 ま たBranchIIに お い て は

第1部Textか らのバ リエ ー シ ョ ンの 総 ま とめ が され て い る。

「人 々 が 荒 野 に 出 て き た の は何 の た め だ っ た の か 。 そ れ は 馬 鹿 げ た軽 薄 さや

宮 廷 風 の 豪 華 さ を見 る た め で は な く,福 音 と神 の 王 国 が は っ き り と広 ま り確

立 す るの を見 るた め で あ っ た と神 は 思 い起 こ させ る の だ 。」と言 う。 そ して再

び 「何 を 見 る ため に 荒 野 に 出 て き た の か 」 と問 う。 「風 に揺 ら ぐ葦 」 を見 るた

め か,「 宮 廷 人 」 を見 るた め か,あ る い は 「預 言 者 」 を見 る ため で あ っ た の か

と尋 ね る。

Reason 2. Because prejudices and offenses are apt to arise in the hearts 

of many against the faithful dispensers of the Gospel.  ... Thus doth the 

frowardness and stubbornness of man resist and oppose the wisdom and 

goodness of God who useth various ways and instruments to compass 

poor sinners; but they through their folly and perverseness, frustrate, 

diannul, and abrogate the counsel of God against themselves. (p. 63)

but then the Lord calls upon them seriously and thoroughly to examine 

themselves, what it was that drew them into the wilderness, and to 

consider that it was not the expectation of ludicrous levity nor of courtly 

Pomp and delicacy, but of the free and clear dispensation of the Gospel 
and kingdom of God. (p. 61)

"What went 
ye out into the wilderness to see?" Yea in particular he 

enquires whether it were to see a man that was like to "a reed shaken 

with the wind," or whether it were to see "a man clothed like a
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人 々 が 荒 野 に 出 た理 由 は,「 偉 大 な優 れ た予 言 者 を見 る ため だ っ たの で あ り,

も し人 々 が そ の 予 言 者 に 比 類 な き 賞 賛 す べ き も の を見 な か っ た とす れ ば,

人 々 は あ え て そ の 人 の ため に 荒 野 に 出 て は 行 か な か っ た で あ ろ う。」 とDan-

forthは 繰 り返 し強 調 す る。ま た荒 野 に 出 る こ とに よ り,人 々 は神 の 恩 恵 を思

い 起 こ し,そ れ を 請 い 求 め る よ う に な る とDanforthは 言 う。"thechief

remedywhichheprescribesforthepreventionandhealingoftheir

apostasyistheircallingtoremembranceGod'sgreatandsignallovein

manifestinghimselftotheminthewilderness."(p.64)こ の よ うに 第2部

のDoctrineは,第1部 のTextで 提 起 され た荒 野 へ 赴 く理 由 を イ タ リ ッ ク体

の文 章 の 中 に 要 約 し,さ らに 詳 細 に解 説 して い る。 そ して神 の 恩 恵 の 強 さ と

永 続 性 を 強 調 しつ つ,そ れ とは 対,照的 な 人 間 の些 末 さや 無 常 を述 べ て い る。

III.Uses(教 訓)

説 教 の 第3部 のUsesに お い て,Doctrineが 現 在 の状 況 に対 して 応 用 さ れ

る。Usesは2つ の 部 分 か ら成 る。UseIは 信 仰 の 衰 退 の 原 因 を探 り,UseII

は会 話 問 答 形 式 を使 用 して 宗 教 上 の 問題 点 を解 明 し よ う とす る。UseIに お

い て,DanforthはGeneralCourtに 集 合 した 人 々 に 我 々 は我 々 に 託 され た

荒 野 へ の 使 命 を忘 れ て い る の で は な い か と問 い か け る。

そ して 祖 国 を棄 て て大 海 を渡 り,風 吹 く荒 野 に赴 い た 理 由 は,純 粋 な 心 で神

を信 仰 す る 自由 を手 に 入 れ る た め で あ っ た と言 う。

courtier," or whether it were to see a "prophet," and then determines 

the question, concluding that it was to see a great and excellent prophet 

and that had not they seen rare and admirable things in him they would 

never have gone out into the wilderness unto him. (p. 64)

Use  I  . Of solemn and serious enquiry to us all in this general assembly 

is whether we have not in a great measure forgotten our errand into the 

wilderness. (p. 65)

the cause of your leaving your country, kindred, and fathers' houses and
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「何 を 見 る た め に 荒 野 に 出 て き た の か 」と い う 問 い か け は,我 々 が こ の 任 務 を

疎 ん じ,任 務 に 背 を 向 け 始 め て い る 兆 候 を 示 す も の で あ っ た 。Danforthは

昔 の 良 き 日々 を 回 想 す る 。 私 的 な 集 会 や 公 の 会 議,教 会 会 議 に お い て,い か

に 我 々 は 聖 書 を 学 び,キ リ ス トが 定 め た 秩 序 を 探 し求 め て 聖 書 を 対 照 し な が

ら読 ん で き た こ と で あ ろ う。"WhatsearchingoftheholyScriptures,what

collationsamongyourleaders,bothintheirprivatemeetingsandpublic

councilsandsynods,tofindouttheorderwhichChristhathconstituted

andestablishedinhishouse?"(p.67)そ し て 子 供 た ち の 教 育 に も宗 教 を 広

め る努 力 が な さ れ,我 々 は 神 の 訓 戒 に よ り 彼 ら を 育 て,無 法 や 放 蕩 を 戒 め,

素 直 な 気 持 ち を持 っ て 父 祖 の 神 に 仕 え る よ う教 え て き た とDanforthは 言 う。

"Whatholyendeavorswerethereinthosedaystopropagatereligionto

yourchildrenandposterity,trainingthemupinthenurtureandadmoni・

tionoftheLord,keepingthemundertheaweofgovernment,restraining

theirenormitiesandextravagancies...."(p.67)

こ の よ う な 過 去 の 栄 光 に ひ き か え,現 在 の 状 態 は ど う で あ ろ う か 。 無 に 等

し い で は な い か,とDanforthは 反 省 を促 す 。不 注 意 で 怠 慢 な,死 ん だ よ う な

魂 の 状 態 が ひ そ か に 我 々 を 捕 ら え た の で は な い だ ろ う か 。"Dothnotacare-

1ess,remiss,flat,dry,cold,deadframeofspiritgrowinuponussecretly,

strongly,prodigiously?"(p.68)教 会 で は 芳 し い 香 りは 悪 臭 と な り,帯 に は

裂 け 目 が つ き,暖 か い 衣 服 は 荒 布 と な り,美 し い 顔 は 焼 き 印 さ れ た 顔 と な っ

て い る の で あ る。

か つ て の 思 い が 衰 退 し た 理 由 は 何 で あ ろ う,とDanforthはUseIの 結 論

へ と 入 っ て 行 く 。"Whatisthecauseofourdecaysandlanguishings?Isit

becausetheSpiritoftheLordisstraitenedandlimitedinthedispensers

oftheGospelandhenceourjoysandcomfortsarelessenedandshort・

ened?"(p.69)神 の 聖 霊 の 力 が 不 足 し,我 々 の 喜 び や 慰 め が 減 じ た の で あ ろ

う か 。 し か し原 因 は 神 に あ る の で は な く,我 々 の 心 の 中 に あ る とDanforthは

transporting yourselves with your wives, little ones, and substance over 

the vast ocean into this waste and howling wilderness, was your liberty 

to walk in the faith of the Gospel with all good conscience according to 

the order of the Gospel, and your enjoyment of the pure worship of God 

 .... (p. 65)
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説教 す る。 人 間 は 心 が 狭 く,神 の恩 恵 を受 け 入 れ る こ とが で き な い の で あ る。

信 仰 が 冷 め て,色 槌 せ た理 由 は 神 の側 に あ る の で は な く,我 々 の 不 信 仰 で あ

り,我 々 の度 を超 え た世 俗 的 な関 心,法 外 な欲 望,邪 悪 な 思 い や 妄 想 に あ る

と述 べ る。

このUseIに お い て,Danforthは い わ ゆ るJeremiadと 呼 ば れ る信 仰 の 衰 退

を憂 え る の で あ る。UseIで はpollution,uncleanness,decay,languishing

な どのJeremiadsermonに 典 型 的 に あ らわ れ る言 葉 が 頻 繁 に使 用 さ れ て い る。

UseIは 歴 史 的 背 景 や 使 命,信 仰 の衰 退 がDoctrineを 解 説 しつ つ 現 代 に

応 用 され る 形 式 を取 っ て い るの に対 して,UseIIはDanforthが 最 も独 創 性

を発 揮 して い る部 分 で あ る。UseIで は 説 教 者 と して 聴 衆 か ら一 歩 下 が り

detachし た形 で解 説 して い るの に対 し,UseIIで はdialogismの 形 式 で 聴 衆

と牧 師 が 一 体 と な り,交 互 の や り取 りに よ り成 立 す る。 自分 の 声 で質 問 を投

げ か け るか と思 う と,キ リス トの代 弁 者(mouthpiece)と して 答 え る。 説 教

に よ く見 ちれ る推 論 解 説(discursivenarrative)で 説 教 を終 わ らせ ず に,最

後 の 部 分 で劇 的 な構 成 を取 り,多 くの 問 いか け を使 っ て今 まで 扱 っ て き た主

題 を 多角 的 に処 理 して い る。

UseIIに は10個 の 問答(dialogism)が 用 意 され て い る。cynic(悲 観 的 な

見 方 をす る人)が 質 問 また は 敗 北 者 の 意 見 を出 し,牧 師 が これ に答 え る形 式

を取 っ て い る。 しか し10個 の 問答 は 一 様 で は な く,質 問 の 形 式 が 前 半 の3つ

を 占 め,次 に 間 奏 の よ う に 歴 史 の 回 顧 が 入 る。 そ し て 残 りの6つ の 問 答 は

Danforthが 意 見 を述 べ る答 え の部 分 に 強 調 点 が 置 か れ て い る。説 教 の 最 後 の

部 分 に至 っ て 会 衆 はす で にDanforthが 展 開 して き た 論 理 を熟 知 し て い る の

で,UseIIに お い て はpresentationの 仕 方 が 重 要 に な って い る。短 い 質 問 が

出 たか と思 う と,す ぐに 応 答 が あ り,二 人 が あ たか も会 話 す るが ご と くな さ

れ るの で,dialogismはcommunicationと も呼 ば れ る。

UseIIの 最 初 の部 分 で,Danforthは 再 び 我 々 に 「荒 野 へ の 使 命 」を思 い起

こす よ うに 言 う。 我 々 は 「風 に 揺 ら ぐ葦 」 とな っ て は な ら な い 。 「真 理 を 唱

"But though unbelief be the principal yet it is not the sole cause of our 

decays and languishings; inordinate worldly cares, predominant lusts, 

and malignant passions and distempers stifle and choke the Word and 

quench our affections to the kingdom of God." (p. 70)
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え,実 践 す る に あ た り,志 を 貫 き,節 を曲 げ る こ とな く節 操 あ る堅 実 不 屈 な

キ リス ト者 」 で な くて は な らな い と言 う。

短 い文 章 の 中 に 〔s〕〔k〕 〔p〕の発 音 を集 め,典 型 的 なalliteration(頭 韻)

を踏 ん だ 力 強 い 英 文 で あ る。UseIIのdialogismに 入 る前 に,Danforthは 理

想 的 な 「確 固 た る堅 実 か つ 不 屈 の キ リス ト者 」 を提 示 す る。

最 初 のQuestionは 「意 見 や 判 断 が分 か れ す ぎて い て,我 々 は何 を信 じた ら

良 い の か わ か らな い」 で あ る。"[Question1]15)Alasthereissuchvariety

anddiversityofopinionsandjudgmentsthatweknownotwhatto

believe."(p.72)こ れ に対 しDanforthは,キ リス トにつ い て今 と同 じ くら

い様 々 な意 見 が あ っ た,し か しそ れ らは偽 物 で あ り,「 色 が つ い た 葉 」の よ う

に本 物 の 葉 の 引 き立 て役 に す ぎ な い,我 々 は真 理 の み を識 別 し な くて は な ら

な い,と 答 え る。"Thevariousheterodoxopinionsofthepeopleserveas

afoilortincturedleaftosetoffthelusterandbeautyoftheorthodoxand

apostolicalfaith."(P.72)

Question2は 荒 野 へ の使 命 を再 確 認 し,courtlypomp(宮 廷 風 の華 美)や

gallantry(洒 落)は 荒 野 に 似 合 わ な い と言 う。

15)こ れ以下のdialogか らの引用には[Question],[Interlude],[Opinion]に 加 えて

番号が付 してあるが,こ れは分析す る際に便宜上つけたものであ り,原 文 にはない。

また原文は質問は短 く1～2行 で書かれ,答 えの部分 は1パ ラグラフの長さが ある。

Then let not us be reeds—light, empty, vain, hollow-hearted professors, 

shaken with every wind of temptation—but solid, serious, and sober 

Christians, constant and steadfast in the profession and practice of the 

 truth.... (p. 71) (emphases added)

[Question 2] But to what purpose came we into the wilderness and 
what expectation drew us hither? The affectation of courtly pomp and 

gallantry is very unsuitable in a wilderness. . . . How much more 
intolerable and abominable is excess of this kind in a wilderness, where 

we are so far removed from the riches and honors of princes' courts? 

(p. 72)
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さ ら にQuestion3で 荒 野 に 出 て き た 目 的 を 問 い,神 の 王 国 と福 音 を 広 め る と

い うDoctrineのBranchIIが 繰 り返 さ れ る 。"[Question3]Towhatpur-

posethencameweintothewildernessandwhatexpectationdrewus

hither?Wasitnottheexpectationofthepureandfaithfuldispensation

oftheGospelandkingdomofGod?"(p.73)こ のQuestion3の 中 で は,ニ

ュ ー イ ン グ ラ ン ド と他 の 植 民 地 を 区 別 す る も の は 何 か と い う 問 い が 出 さ れ,

そ れ は 忠 実 な 予 言 者 に よ る伝 道 と神 の 命 令 の 成 就 で あ る とDanforthは 答 え

る。"WhatisitthatdistinguishethNewEnglandfromothercoloniesand

plantationsinAmerica?NotourtransportationovertheAtlanticOcean,

buttheministryofGod'sfaithfulprophetsandthefruitionofhisholy

ordinances."(P.73)

次 の パ ラ グ ラ フ か らdialogの 論 調 が 変 化 し,そ の 転 換 点 と し て,Danforth

はerrandsermonの 主 題 に 使 用 さ れ る 自 然 災 害 と植 民 地 を 設 立 し た 父 祖 の

死 に 言 及 す る 。

Jeremiadに 神 の 悲 嘆 と 失 望 の 兆 候 と し て 言 及 さ れ る 第 一 世 代 の 死 は1660年

代 に 集 中 し て お り,JonathanMitchell(1668),RichardMather(1669),Jo㎞

Davenport(1670)な ど が 死 亡 し て い る 。 そ し て 彼 ら の 死 は 神 が 奈 落(堕 落 し

た ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド)か ら愛 す る 者(第 一 世 代 の 指 導 者)を 救 い 出 す こ と

に よ り,怒 り を 示 し て い る の で は な い か,と 問 うの で あ る 。

こ の よ う に 論 調 が 変 化 し た 後 はcynicな 信 者 がopinionを 述 べ,牧 師 が 答

え る 形 式 に な る 。 「我 々 は 弱 く,力 な き 者 」と 悲 観 的 な 信 者 に,キ リ ス トの 力

は 萎 え た 手 を も 回 復 す る と答 え る 。"[Opinion5]`Alaswearefeebleand

impotent;ourhandsarewitheredandourstrengthdriedup.'...The

almightypowerofChristaccompanyinghiscommandenabledthemanto

stretchforthhiswitheredhandandinstretchingitforth,restoreditwhole

likeastheother."(p.75)そ し て[Opinion6]に お い て は,我 々 の 傷 は 癒

[Interlude 4] In removing such faithful shepherds from their flocks and 
breaking down our defensed cities, iron pillars, and brazen walls? 

Seemeth it a small thing unto us that so many of God's  prophets  ... are 

taken from us in so short a time? Is it not a sign that God is making 

a way for his wrath when he removes his chosen out of the gap? (p. 74)
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しが た く深 手 を負 って い る とい う信 者 に,キ リス トが 治せ ぬ 傷 は な い,い か

な る傷 も絶 望 す るに 及 ば な い,と 勇 気 づ け るの で あ る。"[Opinion6]`But

alas,ourbruiseisincurableandourwoundgrievous;thereisnoneto

repairthebreach,thereisnohealingmedicine.'...Nocaseistobe

accounteddesperateorincurablewhichChristtakesinhand."(p.75)さ

ら に 人 々 は キ リス トの 治 癒 の 手 段 に偏 見 を抱 い て い る と い う信 者 の 意 見 に対

し,人 間 は 神 と張 り合 っ て は な ら な い とDanforthは 答 え る。"[Opinion7]

`Butalas
,ourheartsaresadlyprejudicedagainstthemeansandinstru・

mentsbywhichwemightexpectthatChristshouldcureandhealus."'

(P.75)

残 りの3つ のopinionを 使 っ てDanforthは 強 く神 の 王 国 を求 め よ と言 う。

我 々 の 生 きる 時代 は 困難 と危 険 が 満 ち,海 は 荒 れ て い る(Opinion8)。 パ ン

もな く(Opinion9),敵 も多 く,陰 謀 に よ りいつ 不 意 打 ち さ れ るか わか らな

い とcynicは 言 う(Opinion10)。 これ に対 してDanforthは,キ リス トに従

う者 は 水 の 上 を歩 くこ と も可 能 とな り,パ ン は な くと も神 の 国 を求 め る者 に

は すべ て の もの が 追 随 す る と述 べ る。 最 後 に,主 に従 えば 敵 は う ろ た え,恐

怖 に襲 わ れ る と述 べ て,変 わ らぬ 信 仰 心 を人 々 に 訴 え る の で あ る。

 "  [Opinion 8] But alas
, the times are difficult and perilous ; the wind 

is stormy and the sea tempestuous ; the vessel heaves and sets and 

tumbles up and down in the rough and boisterous waters and is in 

danger to be swallowed up." ... Yea he can enable his people to tread 

and walk upon the waters. To sail and swim in the waters is an easy 

matter, but to walk upon the waters as upon a pavement is an act of 

wonder. (p. 76) 
" [Opinion 9] But what shall we do for bread? The encrease of the 

field and the labor of the husbandman fails." ... Attend we our errand 

upon which Christ sent us into the wilderness and he will provide bread 

for us. (p. 77) 
" [Opinion 10] But we have many adversaries and they have their 

subtle machination and contrivances, and how soon we may be sur-

prised we know not." . . . If the people cleave to the Lord, to his 

prophets, and to his ordinances, it will strike such a fear into the hearts
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Danforthの"ABriefRecognitionofNewEngland'sErrandintothe

Wilderness"は 人 々 の 信 仰 を回復 しよ う とす る主 題 を持 つ 説 教 で あ る。Jere-

miadsermonの 中 で も運 命 や 最 後 の 審 判 な ど の 暗 い破 滅 を提 示 す る こ とが

な く,極 め て 静 的 に知 的 に,歴 史 に お け るニ ュー イ ン グ ラ ン ドの使 命 を解 説

し て い る。そ して 構 成 は 重 厚 で,Textの 主 題 で あ る"errandintothewilder・

ness"が 各 部 分 のDoctrineやUsesに 必 ず 引 用 さ れ,強 化 され て ゆ く。 そ の

都 度,様 々 な 光 が 多 方 面 か ら主 題 に 照 射 され,い わ ば 暗 や み の 中 に あ る説 教

の 主 題 が徐 々 に 浮 か び 上 が る の で あ る。 こ う し たバ リエ ー シ ョン の加 え方 は

sentencepatternに も表 れ,一 つ の文 章 の 中 に お い て もparallelconstruc-

tionが 多用 さ れ て 意 味 を積 み 上 げ て い る。 さ ら に最 後 のUseに 至 っ て,大 命

題 の"errandintothewilderness"が ア メ リカ史 に お け る ピ ュー リタ ン の移

住 に 結 び つ け られ て い る。 ピ ュ ー リタ ン の 説教 は,例 え ば ア メ リカ の 使 命 に

せ よ,エ レ ミア の 嘆 きの 中 で の信 仰 衰 退 にせ よ,社 会 の秩 序 と 自由 に せ よ,

主 題 そ れ 自体 に 斬 新 さが あ る とい う よ りむ し ろ,そ の提 示 の 仕 方 や バ リエ ー

シ ョン の加 え 方 に説 教 者 の 独 創 性 と知 性 が 表 れ た文 書 と言 え よ う。

(本稿 は1993年9月25日 九州 ア メ リカ文 学 会 の例 会 に お い て,「 ピュ ー リタ

ニ ズ ム に お け る説 教 と形 式 」 とい う論 題 で発 表 した 草稿 を基 礎 と し,加 筆

し た もの で あ る。 要 約 は 「ピュ ー リタ ニ ズ ム に お け る 「使 命 」 一 ダ ン フ ォ

ー ス 『荒 野 へ の使 命 』の 説 教 を中 心 に一 」 『詩 と散 文 』第57号 に掲 載 され て

い る。)

of enemies that they will be at their wits' ends and not know what to 

do. (pp. 76-77)


